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はじめに

我々がうたを歌うとき,いわゆる「音痴」や「調子外れ」と称される音楽的能力の問題とは異なった

次元で,本来の音階の音とは違った音で歌つてしまうことがある。とくに,西洋音楽の歌唱訓練を受け

ていない人が西洋音階によるうたを歌う場合,その音階が日本人特有の音感覚によつて変えられて歌

われることがある。それを園部三郎は「音感覚の定着性」2)と 呼び,繁下和雄は「うたいなまり現象」3)

と称している。

この現象は,と くに明治末期から大正初期の録音において確認できるが,残念ながらその絶対数は

きわめて少ない。その中でも,1905年 (明治 38年)に録音された『軍艦行進曲』は典型的な例として

知られている。これは,楽器演奏の部分では正確に演奏している軍楽隊が同じ旋律を歌うときに,本来

ならば長音階の第 4音にあたる音を第 5音で歌つてしまう「うたいなまり現象」を聴くことができる

貴重な資料で,現在でも復刻版のCD4)と して容易に手にすることができる。

こうした「うたいなまり現象」がどうして起こるのかは,小泉文夫の基礎理論 5)を もとにした繁下

の解説6)に よつて十分になされているといっていいだろう。しかし,筆者は,音源データの数量的な

分析をすることによつて,こ れまで研究者の聴感覚に頼つてきた研究方法をより客観的で精密なもの

にできるのではないかということに着目した。まず ;明治・大正期の数少ない録音の中から分析可能な

ものをさがして分析を進めた。同時に,こ れまでに行われた先行研究を調べる過程で,1988年 に発表

された奥忍による2つの重要な研究7)8)の存在を知り,その再吟味と検証を行つた。

本研究では,上記の奥論文でも取り上げられている松井須磨子による『カチューシャの唄』を分析

対象とすることにした。奥論文では,当時の分析機器の制限から,計測の過程で自らの人声をサンプル

に同調させたものを分析対象としているが,本研究では計測の過程をすべてコンピユータによる客観

的かつ精密な方法で行つたうえで,それらをセント値 9)に変換して分析対象とした。その結果,本研

究と奥論文に研究成果とは大筋で一致し,同氏による他の一連の研究データに一定の信頼性を与える

ものとなった。そして,さ らに詳しく分析を進めることによつて,本研究では『カチューシャの唄』に

おける松井須磨子の歌いかたに奥論文によるものだけではない新たな要素が確認された。
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1口 分析の方法

北 山 敦 康

1)分析の対象とした音源とデータの事前処理

分析対象の音源として,日 本コロムビア株式会社の復刻版CD『恋 し懐かしはや り唄』(1998,

COCF15131)に 収められている Fカ チューシャの唄 (復活唱歌)』
10)を 用いた。この録音は,無伴奏で

歌われているため,歌 い手である松井須磨子が自分の音感覚だけに頼って歌っている。したがって ,

「うたいなまり現象」を直接的に観察するための格好の素材といえる。

楽譜 1)「 カチューシャの唄」11)

力れ‐シ,か わ― ιヽやわか れ の―つら さ せ めてあわ ゆ―きと け―ぬ―ま一 か み にわが― いをララ かけ―ましょか

CDの音源を分析 しやす くするために,デジタル音声信号に変換 した音節ごとのWAVフ ァイルを

作成 した。(ひ とつの音節で音高が移動する場合には,それらを 1音 ごとに分けたファイルを作成 し

た。)さ らに,ピ ッチの測定をより正確に行 うために,ノ イズ除去ソフトを使つて,それらのファイル

を処理 した。ノイズの除去には ,Killer Noレe ver。 1.57(Cycle of 5th)を 用い,すべてのファイルに対す

るノイズ検知 レベルは 29.87dBで 統一 した。

2)ピ ッチの測定と分析用データの作成

SUGI Speech Analyzer ver。 1.0。 7.8(ANIMO IIMITED)を 用いて ,ノ イズを除去 した 1音 ごとのサン

プルの振動数 (Hz)を 測定 した。図 1は ,1番の歌詞の冒頭「カチューシャ」の「シャ」の音による例

であるが,各サンプルから抽出した測定可能な部分の周波数がグラフとインジケータの数値で示され

る。これらの数値の平均をその音の周波数として,1番の歌詞に含まれる 1音 ごとのデータ (計 49サ

ンプル)を作成 した。
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図 1)SUGI Speech Analyzerに よる「シャ」の音のビッチ抽出
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まず。それらのサンプルを音高ごとにまとめ,下第 5音 (B3)8サンプル,下第 6音 (C#4)6サ ン

プル,主音(E4)10サ ンプル,第 2音 (F#4)11サ ンプル,第 3音 (G#4)8サンプル,上第 5音 (B4)
4サンプル,上第 6音 (C#5)2サンプルの 7グループに分け,それぞれの周波数の平均値を求めた。次

に,主音の振動数の平均値 (323.52Hz)を 0セ ントとして,各構成音と主音との相対的な音程をセン

ト値で比較した。同時に,各構成音の楽曲内でのばらつきを示すためにそれぞれのSDを求めた。

主音の平均周波数 (作323.52Hz)と 対象となる周波数 (fl)の割合 (R)を セント値 (cent)で求め

るにあたっては,下記の計算式を用いた。(こ こで logは 10を底とする常用対数。)

R(cent)=1200 X log(f1/fO)‐■10g2

3)基礎データの観察

表 1は ,上記の計算式によって得 られたデータをペンタトニックの構成音ごとにまとめたものであ

る。また,グ ラフ 1は ,それらのセント値を平均率の基準値 と比較 したものである。
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表 1)1番の歌詞における各構成音の平均セント値とSD

下第5音 下第6音 主音 第2音 第3音 上第 5音 上第6音

音高 B3 C#4 E4 F#4 G#4 B4 C#5
サンプル数 8 6 10 8 4 2

平均 (cent) ‐517.89 …307.53 0 195.43 378.81 761.63 900.34

SD 38.86 31.62 17.69 20.88 44.68 15。72 7.20
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2. 先行研究との比較

北 山 敦 康

前項における基礎データの観察をもとに,前述の奥による『カチューシャの唄』を対象とした同様

の研究結果 lυ との比較を行った。表 2は ,両者のデータをベンタトニックの構成音ごとにまとめたも

のである。また,グラフ2は ,それらのセント値を平均率の基準値と比較したものである。(◆は北山

のデータ,■ は奥のデータを示す。)

ちなみに,北山の測定データでは主音の平均周波数は 323.52彫 ,奥の測定データでは 317.優Lであ

るが,両者とも主音の周波数の平均を0セ ントとして,その相対的な音程を比較しているのでこの点

において矛盾はない。

表 2)1番の歌詞における奥論文との比較

下第 5音 下第6音 主音 第2音 第3音 上第 5音 上第 6音

奥
平均 (cent) ‐502.64 ‐310.83 0 193.09 400.78 796.41 920.46

SD 9。28 27.74 27.26 17.50 12.76

ゴヒ山
平均 (ヽcent) -517.89 -307.53 0 195.43 378.81 761.63 900.34

SD 38.86 31.62 17.69 20.88 44.68 15.72 7.20
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グラフ2)1番の歌詞における各構成音の奥論文との比較

結果として,各構成音の平均値を見る限りでは,本研究のデータと奥論文によるデータは大筋では

一致しているといえる。第3音 と上の第5音 :第 6音の数値に差異は見られるものの,傾向としては一

致しているといって差し支えないだろう。しかし,ひ とっひとつの音を音楽的文脈の中で観察したと

き,両者の間では若干の違いが見られた。
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左の図 2は ,前項で得られた基礎デー

タをセント値の軌跡で記したものであ

る。(◆は 1番の歌詞に現れる同一音高

のセント値の平均で,■はその時に歌われ

ている音高のセント値である。)前ページ

の表2と この図 1を参照しながら,奥論

文の観察と筆者の観察を比較 した。ア

ンダーラインを付 した文章が奥による

ものである。

主音

SDが 27.26で 安定感がない。曲の進

行とともに主音が上昇する傾向が見ら

れ.barlの付点 4分音符とbar12の主音

では86.58centの 音程差が生まれている。

(奥 :前掲書 ,p.39)

SDは 17.69で比較的安定 している。

曲の進行とともに主音が上昇する傾向

はとくに見られない。1小節目の付点

8分音符(原譜は4分の 2拍子)と 12小

節目の主音の音程差は24.11セントである。

第 2音

概して旋律が上行する時には高めに .

低い音の合間に出現する時には低めに

歌われている。SDは 17.50で 。主音より

は安定している。(奥 :前掲書 ,p.39)

必ずしも旋律が上行する時に高めに

歌われているとは言えないが,低い音の

合間に出現する時には低めに歌われる

傾向がある。SDは 20。88なので,主音よ

り安定しているとはいえない。

第 3音

bar10のブレスの前で他の音の平均より

1/4音高くなっているが .全体としては主音

に対して長 3度 をなしている3し かし。

barllで 4.99cent低 いのに続いて主音が

23.82cent高 く歌われるので。調性的に

曖昧な印象を与えている。(奥 :前掲書 ,

町

図 2)1番の歌詞におけるセント値の軌跡
p.39)
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10小節目のブレスの前でほぼ半音高い音から始まり,す ぐに半音下降して長 3度に収まっている。
11小節日で 19。26セ ント低いのに続いて,第 2音は32.40セ ント高く歌われる。それに続く主音はほ

ぼ平均値の音である。

第 5音 (上 )

上の第 5音 も4回出現するが.平均 796.41cent,SD12.76で 主音に対して完全 5度に近く比較的安

定 している。(奥 :前掲書,139)

上の第 5音は平均 して761.63セ ントと4分の 1音以上高く,き わめて不安定である。(完全 5度は

700セ ントであり,800セ ントは増 5度 になる。)こ の顕著な「うたいなまり」の現象が音感によるも
のなのか,あ るいは発声法によるものなのかは一概に断定できないが,松井須磨子の歌唱法の特徴
を表すものであるといえよう。

第 5音 (下 )

下の第 5音にういては,不安定な冒頭音を除けばSDは 9。28であり,主音に対して平均 502.64cent

で完全 4度 として比較的安定している。(奥 :前掲書 ,p.39)

冒頭の第 5音 (下 )が半音近く低い音で歌われているため,平均値におけるSDは 38.86であるが
,

その不安定な冒頭の音を除けばSDは 26.04である。また,冒頭の音以外は主音に対して平均 507.32

セントであり,完全 4度として比較的安定しているといえる。

第 6音 (上 )

上の第 6音 |よ 2回出現するが,どちらも第 5音から続く擁音である。barlの第 6音は前後の第 5

音との関係は 106.36.128.79cent上 にあるが,bar9で は 121.94.139。 12cent高 く歌われている。(奥 :

前掲書 ,p.39)

上の第 6音は 2回出現するが,どちらも第 5音から続く刺繍音 (和声音の 2度上または下に変化
して元に戻る音)である。第 5音が 1/4音以上高くなっているにもかかわらず,いずれの音も±5セ
ントで長 6度 として安定しており,結果的に,第 5音 との関係は約半音近くに狭くなっている。
第 6音 (下 )

下の第 6音 もSD27.74で 主音と同様に不安定である。(奥 :前掲書 ,p.39)

下の第 6音のSDは 31.62で ばらつきはあるものの,主音に対して平均 307.53セ ントで,平均値
としては,ほぼ正確な短 3度である。

以上のように,ひ とつひとつの音を音楽的文脈の中で観察したときに見られる両者の相違点やセン
ト数の平均値と音楽的文脈に見られる矛盾等を考えると,こ の段階で松井須磨子の「うたいなまり」
を本人の音感覚によるものと断定することはできない。それを判断するためには,さ らに全体的かつ

部分的な再現性の観察が必要である。

3.再現性の確認

同じ旋律における「うたいなまり」の再現性を確認するために,奥論文では行っていない 1番の歌
詞と2番の歌詞の基礎データによる比較を行った(表 3及びグラフ3)。 1番における主音の平均周波
数は323.52Hz,2番では324.64Hzで あるが,両者とも主音の周波数の平均を0セ ントとして,その相
対的な音程を比較した。(グラフ3において,◆は 1番 ,■は 2番を示す。)表 3及びグラフ3に見られ
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るように,1番の歌詞と2番の歌詞における各構成音の平均セント値についてはほとんど同じ結果が

得られた。図 3は ,2番の歌詞の軌跡 (■ ,数値はその音のセント値)を 1番 (◆)と 比較したもので

ある。(なお,旋律の進行は歌詞ではなく階名で表記した。)

表 3)1番と2番の基礎データの比較

下第 5音 下第 6音 主音 第 2音 第3音 上第 5音 上第6音

1番
平均 (cent) ‐517.89 -307.53 0 195。43 378.81 761.63 900.34

SD 38.86 31.62 17.69 20.88 44.68 15。72 7.20

2番
平均 (cent) ‐519。 00 -324.84 0 200。97 385。 83 754.53 919。93

SD 49.24 46.37 18.19 23.58 39.38 49.89 41.67
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グラフ3)1番と2番の基礎データの比較
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1番 と2番の歌詞の基礎データに共通していえる特徴は,第 3音の低さと第 5音の高さ,下の第 5

音と第 6音の低さ,そ してそれらの音の不安定さである。さらに,2番の歌詞のセント値の軌跡を1番

と比較してみると次のようなことが観察された。

主音 :2番のSDは 18.19で ,1番 (SD17.69)と 同じく他の構成音に比べると安定してはいるもの

の,3小節日,10小節日,11小節目に見られるように,そ の前後関係によるビッチのズレに同種の傾

向を観察することはできない。

第 2音 :概 して旋律が上行する時には高めに
・下行する時には低めに歌われる傾向がある。1小節

目の上行時にはそれほど大きな差は見られないが,9小節目の上行時には 1番 と2番の差は83.57セ

ントもある。しかし,2番のSDは 23.58で ,主音ほどではないが,1番 (SD20.88)と 同様に他の構

成音に比べるとばらつきは少ない。

第 3音 :セ ント数の平均値でもわかるように,他の構成音に比べると,1番 も2番 も第 3音が全体的

に低く歌われている。例外的に2番の 1小節目の上行時に468.38セ ントと4分の 1音以上高く歌わ

れ,372.56セ ントで歌われている 1番 と約半音近くの差がある。しかし,その直後では,2小節目の

下行時には 1番は351.29セ ント,2番は 390.15セ ントといずれも低く歌われている。

第 5音 (上):上の第 5音は 4回 出現するが,2番の平均は754.53セ ントで,1番の 761.63セ ント

と同様に4分の 1以上高い。とくに,冒頭の上行部分 (1小節日)においては,直前の第 3音が高く

歌われているということもあって,2番では主音の増 5度上 (800セ ント)を越す 826.56セ ントにも

なっている。2小節目で下行する時にはそれよりも低い 747.01セ ントであるが,こ れも主音の完全

5度上 (700セ ント)よ りも高い音である。

第 5音 (下): 2番では 1番 よりもばらつきが大きい (SD49。24)。 1番にも同様の傾向が見られ

るが,同 じ音であるにも関わらず,ブ レスの前後でかなりの音程のズレが生じている。7小節目では

それが著しく,ブレスの前後で 139,79セ ントもの差が生じている。

第 6音 (上):上の第 6音は2回 しか出現しない。2番の 1回 目の冒頭部分(1小節日)では 949。 15

セントと約 4分の 1音 も高いにもかかわらず,その直前に歌われる第 5音 との差は 122.59セ ントで

半音に近くなっている。

第 6音 (下): 2番のSDは 46.37で ,第 5音 (下)と 同じくかなり不安定である。とくに,2番で

は第 5音 (下 )に向かって経過的に下行する時に低めに歌われる傾向が強く,8小節目の短 3度下行

する部分では391.73セ ントと半音近く低く歌われている。

1番 と2番の全データを比較した結果,各構成音のセント数の平均値においては大きな差が見られ

ないということと,音楽的文脈における音程の特徴に一定の傾向があるということがわかった。高音

域での音程の乱れや低音域でのブレスの前後の安定性のなさという点では,松井須磨子が音楽的に訓

練された歌手ではなく俳優であったことから,音感による「うたいなまり」以前に歌唱テクニックの

問題がないとはいえないが,奥による先行研究と比較しても,こ の『カチューシャの唄』には,松井須

磨子特有の「うたいなまり」が見られるといって差し支えないだろう。
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4E 特徴的な部分の詳察

次に,1番から5番までの全曲を対象にして,第 3音の特徴が見られる冒頭部分の上行旋律 (表及び

グラフ4)と 下行時の第 5音の特徴が見られる7～ 8小節目の旋律 (表及びグラフ5)を 詳察した。こ

こでは,1番から5番までのこの部分に存在する主音 (ド )を 0セ ントとして各音高を相対的に観察で

きるようにした。なお,旋律の進行は階名で表記した。

表及びグラフ4)1番から5番までの冒頭部分の比較
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表及びグラフ5)1番から5番 までの下行部分の比較
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表及びグラフ4において,1番 を除く冒頭部分では上行時に第 3音 (ミ )が高くなっているにもかか

わらず ,下行時には第 3音 (ミ )は低く歌われている。(上行時と下行時の平均値の差は62.78セ ント

になる。)さ らに,2番で冒頭部分の第 3音 (ミ )が著しく高いにもかかわらず,全曲を通したセント数
の平均値が低くなっていることを考えあわせると,全体としては,ゃはり松井須磨子の音感覚はこの

音を低くとる「うたいなまり」の傾向があるといっていいだろう。また,こ の冒頭部分の上行時では第
3音 (ミ )と それに続く第 5音 (ソ )と 第 6音 (ラ )も 著しく高くなっているが,その不安定さからも,

これは単に表声から裏声への喚声がうまくいかなかったためと考えるのが自然ではないだろうか。し

かし逆に,こ の技術的稚拙さが,訓練された歌手ではなぃ当時の一般人が持っていた音感覚を探るた

めの資料として適しているということもいえる。

表及びグラフ5の 7～ 8小節目にかけての下行旋律では,下第 6音 (ラ )が平均 377.82セ ントとか

なり低く歌われ,平均 481.54セ ントである下第 5音 (ソ )と の差は 103.72セ ントと半音の幅をなして
いる。さらに,4番 と5番については,下第 6音 (ラ )と 下第 5音 (ソ )と の音程が著しく狭くなって
いることがわかぅた。

5. まとめ

この『カチューシャの唄』の旋律は,「律のテトラコルドと長音階とが折衷してできあがった」131ョ

ナ抜き長音階の音で構成されている。したがって,主音はド (こ の場合はE4)でありながらも,律の

テトラコルドの核音であるソ (こ の場合はB3)と レ (こ の場合はF#4)に重心を持った旋律になっ

ている。ところが,松井須磨子の場合,と くに下行時において第 3音 と第 6音が低く歌われている。こ

れは,「律のテトラコルドは,往々にしてその下降性が強まり,中音の音が半音下降して都節のテトラ
コルドになる」10伝統的な音感覚によるものと考えられる。

楽譜2)『カチューシャの唄』の音階

律音階

都節音階

結果的に,こ の旋律はドを起点として見た場合には長調でありながらも,ソ を起点とする都節の特
徴を強く持っており,あたかも短調のような印象を与えるものとなって,大衆芸能に哀愁趣味を求め
る当時の人々に好んで受け入れられたと考えられる。『カチューシャの唄』の大ヒットを経て,中山晋
平は『さすらいの唄』や『船頭小唄』といったヨナ抜き短音階の曲を多く発表していくが ,こ うしたと

|ろ にも当時の人々の都節的音感覚への嗜好性の強さがうかがえる。この『カチューシャの唄』は,明

ョナ抜き音階
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治以来学校唱歌として発展してきたヨナ抜き長音階から民衆の歌である「歌謡曲」への橋渡しの役割

を果たしたといっても過言ではないだろう。
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